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FUJITSU 環境ソリューション 
大気中微小粒子状物質(PM2.5)測定調査 

大気中に浮遊する粒子状物質であって、その粒径が2.5μｍの粒子を50％の割合で分離できる分
粒装置を用いて、より粒径の大きい粒子を除去した後に採取される粒子をいいます。 

FUJITSU 環境ソリューション 大気中微小粒子状物質(PM2.5)測定調査 

www.fujitsu.com/jp/group/fql/about/subsidiaries/fqle/ 

微小粒子状物質(PM2.5)とは 

商品のアピールポイント 

●微小粒子状物質（PM2.5）の成分分析ガイドラインに対応した測定をご提供します 
 ・測定設備の新規導入により、より広範・高精度な分析がご提供可能です 
 ・当該分析項目について、ISO/IEC17025認定に対応した分析精度の確保・維持を進めております 

●信頼のおける調査と法規制に対応できる許認可・実績があります 
 ・環境計量証明事業所の登録 及び ISO/IEC17025の認定取得など、創業以来40年余りの実績を 
   もつ機関として、お客様の調査にお応えしています 

●将来的に大気拡散シミュレーション・CMB/PMF法解析までワンストップでご提供可能 です 
 ・サンプリングから成分分析、データの解析評価まで、一貫したサービス提供が可能です 

微小粒子状物質の環境基準（平成21年9月9日、環境省告示33号） 

環境基本法第16条第１項の規定による微小粒子状物質による大気の汚染に
係る環境上の条件につき人の健康を保護する上で維持することが望ましい
基準（以下「環境基準」という。）次のとおりとする。 
 

環境上の条件：1年平均値が15μｇ/m3 以下であり、 
かつ、1日平均値が35μｇ/m3以下であること。 

 
 ※環境基準は、工業専用地域、車道その他一般公衆が通常生活していない地域又は 
  場所については、適用しない。 
 ※微小粒子状物質(PM2.5)による大気の汚染に係る環境基準は、維持され又は早期達 
  成に努めるものとする。  

大気中の微小粒子状物質（PM2.5)はさまざまな成分の混合物であり、発生源も多岐に渡ります。 
平成22年3月に改正された環境省告示「大気汚染防止法第22条の規定に基づく大気の汚染の状況
の常時監視関する事務の処理基準について」により、大気中微粒子状物質の組成を正確に把握す
ることが定められております。 

成分分析について 
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サービスについてのお問い合わせは 

富士通クオリティ・ラボ・環境センター株式会社 
Tel  : 053-576-0841（代表） 

URL : http://www.fujitsu.com/jp/group/fql/about/subsidiaries/fqle/contact/ 

E-mail : fql-environment@cs.jp.fujitsu.com 

当社の対応 

当社では、PM2.5測定サービスについて実績があります 
 
ガイドラインに基づく測定のみではなく、効果的な対策の検討に役立つ科学的知見の集積、発生源寄与割合の
推定に対応します。 
 
また、環境動態解析・発生源予測にとどまらず、将来的には大気拡散シミュレーションによるメゾスケールの
動態解析にも用いることのできる分析データをご提供いたします。 

当社の取り組み(1) 

PM2.5質量濃度測定において、ISO/IEC17025認定を取得しました。 
今後、PM2.5成分分析にも認定を拡大予定であり、精度を確保したデータのご提供が可能です。 

当社の取り組み(2) －新分析手法による特許出願－  

当社のPM2.5成分分析において、各元素による手法の煩雑化を解消 すべ
く、新たな分析手法（超音波－ヒートブロック/ICP-MS法）を開発、無機元
素成分の一斉分析法について特許を出願しました。 
 

超音波－ヒートブロック法は，従来からの圧力容器酸分解法とは異なり，
捕集フィルタ から大気粒子を脱離させ，大気粒子の分解あるいは元素成
分を抽出し、分析に供する方法です。 
 

これらの手法はNIST標準試料（Air Particulate on Filter Media)の測定によ
り精度管理が成され、推奨項目元素を含めて高い精度の分析結果が得られ
ます。  
また、ガイドラインに記載の無い元素についても対応が可能です。 


